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設立：1953年（昭和28年)

業務：婦人靴、バッグの

　　　　企画・製造・販売

店舗：全国101店舗

　　　　（グループ計）

１、ダイアナの紹介



ダイアナ株式会社は、ファッションに特化した婦人靴
とバッグを企画・製造・販売している、専門店です。
東京の銀座に創業してから60年以上経過した企業
であると同時に、ファッションアイテムを取り扱うとい
う企業特性上、常に時代の先を見据えて新しい文化
を創出する、国内の業界最大手級の企業です。

自社オリジナルをモットーとし、履き心地や安全性は
もちろん、素材やカラー、飾りなどデザインの細部に
までこだわりを持った商品を展開しています。

１、ダイアナの紹介



１、ダイアナの紹介



２　ダイアナ創業以来の
　　製品安全に対する考え方

ダイアナの商品を
ダイアナの店舗で
ダイアナの社員が接客し
フィッティングを確認して
販売する事

人は素足で歩いていたが
足の保護の為に
履物が発生して進化した

靴は危険を排除し
安全な物でなければならない



３、応募の動機

・きっかけ

　ACAP（公益社団法人消費者関連専門家会議）の

　自主研究会での受賞企業・事務局の講演、

　応募の勧め

・応募の目的

　外部の方に自社の取組を検証して頂き、

　安全な製品作りの体制を強化する



視点１　安全な製品を仕入れ・
　　　　　販売する為の取組

視点２　製品を安全に
　　　　　使用してもらうための取組

視点3　出荷後に安全上の問題が
　　　　　判明した際の取組

視点4　製品安全文化構築への取組

4つの視点に沿って

現在実施している業務の流れを整理した 

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



受け入れ時の検品
（商品センターに一括納品）

例：レントゲン検査

  ・異物の混入

  ・ヒール取り付けの
    ビス、釘の状況

問題があれば

受け取らない

視点１　安全な製品を仕入れ・販売する取組

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



安全な製品が供給できる

妥当性確認が出来るまで

繰り返しサンプルを作成する

安全性に危惧がある場合は

発売しない

視点１－２

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点２　製品を安全に使用してもらう為の取組

2015年4月

品質保証書の添付開始

・お客様の負担軽減の為

　領収書に添付

・QRコードから詳細な情報発信

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策

　安全に関わる情報の提供・発信



品質保証書

カードタイプ

領収書添付と

同じ内容

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策

視点２－２



視点２－３

　何故　品質保証書？

１、お客様の声の分析

　　修理の問合せが減らない

２、協力工場との研修会

　　よりの提言

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



品質保証書を添付すれば改善する？

「靴の品質保証書」

修理等の情報提供も強化できる

・お客様は聞いた事がないから印象に残る

・ＱＲコードでホームページに誘導できる

視点２－４

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



製品の使用実態や不具合・事故情報の把握

2012年2月　ISO10002認証取得

視点２－５

ホームページ（上段）とWEBショップ（下段）の

トップページに「問い合わせ」フォームを開設

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点２－６

メール、フリーダイ
ヤルでお客様と

双方向コミュニケー
ション

使用実態（不良・事故）

を把握し製品の

改善に繋げる

PDCAを構築

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



製品のトレーサビリティ

視点３　出荷後に安全上の問題が判明した際の取組

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点３－２
商品不良発生時

商品部・商品開発部・

協力工場で

  ・原因の究明

  ・再発防止策

を徹底検証

不良品報告書に記載し保管

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点３－３

・リコールの判断

　R-Mapを基に商品開発部長が判断

・リコール発生時の対処

　経済産業省、消費者庁への届け出

　ホームページでの告知

　該当品を購入されたdiamo会員へメールで連絡

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点４　製品安全文化構築への取組

社員手帳に企業理念を掲載し

社員が集まる場、

教育の場では

「お客様を大切にすること」

「お客様が主役であること」

を繰り返し全社員への浸透を
図っています

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点４－２

　人材育成、知識・技術継承

定型教育、OJT教育で

フィッティング実習を

繰り返して身に付ける

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点４－３

シューフィッター：

社外資格

足の構造、足型計測

フィッティングを学ぶ

シューアドバイザー：

社内資格

シューフィッターの知識
に加えてハイヒールの
フィッティングを学ぶ

資格の取得を推奨

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



視点４－４

お客様のニーズを伺い

ニーズにあった靴を

勧める力を高める

1年かけて実施

・店舗、地区の予選

・ロープレ練習会

・決勝大会

「D-1グランプリ」開催

４、評価して頂いた
　　ダイアナの製品安全対策



１、社内

　　・各部署の取組が整理出来た

　　・製品安全の為のPDCAが明確になった

　　・製品の安全に対する意識が明確になった

２、頂いたコメント

　　・「あたりまえ」に行っている業務の中に

　　　製品安全の取組がある

　　・現在の1点ずつ詳細に見ている良い点を失
　　　わないように（システム導入時等要注意）

　　 

５、応募して良かった点



ホームページに掲載

６、お客様への受賞のお知らせ　



社内

・イントラネットで前店舗に受賞告知

・名刺に受賞を記載　 

協力工場、お取引先

・受賞の報告と製品安全に対する協力のお礼を

  書面にてお届け

・MD研究会（協力工場との研修会）で活用　 

７、受賞の社内への告知と活用



私たちは、ファッションを先取りする製品を

お客様にお届けする企業です。

常に時代の流れを敏感にキャッチ・分析して、

アクションを起こしています。

しかし、製品安全に対する姿勢は変えてはなりま
せん。

今後、製品安全の取組を進めていく為に、審査
の際に頂いたアドバイスを協力工場と共有し、安
全な製品をお客様にお届けしていきます。

　　 

８、今後の製品安全に対する取組




